











Accountability and Responsibility 




The concept of accountability israther new in academia compared to the more traditional 
concept of responsibility. This article aims to clarify the relationship between accountability 
and responsibility by analyzing mechanisms of the two concepts with particular attention 
to the process of sanction. It argues that accountability functions as enlarging an external 
aspect of the concept of responsibility by focusing on the right to demand accounts. In 
doing so. it refers to the ‘would-be principa!" proposed by Robert O. Keohane. It hence 
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本論文の分析手順は、次の通りである 。 まず第 l 章では、アカウンタピリティーと責任の関係に
関する代表的な 3 つの議論を先行研究に基づき提示する 。 次に第 2 章では、第 1 章で提示された両
概念の関係に関する議論を検討するために、アカウンタピリティーの概念と責任概念が機能するメ
カニズムあるいはプロセスとはなにかを解明する。第 3 章では、両概念が機能するメカニズムの差
異を論ずる際に重要なポイン トの一つである制裁 (sanction) のプロセスを取り上げ、制裁のプロ
セスが排他的に責任概念の範障に属するのかどうかを中心に論ずる。最後に第 4 章では、アカウン
タピリティーの概念と責任概念の関係について、アカウンタビリティーのメカニズムにおける外




White) とキャサリン・ホリングスワース (Kathryn Hollingsworth) による見解を修正のうえ、
用いるとする 3)。 主たる修正点は、ホワイトらが第 1 次系列の義務の概念をduty (義務)としたの
に対し、本論文で、はdutyではなく obligation (責務)と した点である 4) 。 なお、第 2 次系列の責任概
念に関しては、ホワイトらと同様に修正なしにliability (負担責任)の概念を採用している。
1 ) 本稿で用いるアカウンタピリティーの意味については、次の拙稿を参照されたい。 蓮生有11代「アカウンタピリティ ーの意味
アカウンタピリティーの概念の基本的構造J r国際公共政策研究j 第14巻第2号、 2010年3月、 1-15頁。
2) 本稿においては、プロセスあるいはメカニズムの概念は、原則として相互互換性があるものとして用いている 。 Davies. A.C.L. 
Accountability: A Public Laω Analysis 01 Government by Contracム New York: Oxford University Pres. 2001. p.76 
3) White. Fidelma and Kathryn Hollingsworth. Audit. Accountability and Gover1l1nent~ New York: Oxford University Pres. 
1999. p.6 
4) duty (義務)をobligation (責務)に修正すべきと考える理由については、次の拙稿を参照されたい。 建生、前掲論文、 11-14頁。
アカウンタビリティーと責任の概念の関係 3 
2 者間の関係におけるアカウンタピ リ ティ ーの基本的要素とは、以下の通りである 。
① 行為者Aが行為者Bに対 して、自身の行為を開示 し説明 し正当化する行為者Aの申し聞き
(account) の責務 (obligation) 。
② 行為者Bが行為者Aの行為を承認あるいは不承認するなどのBの二次的な行為に対する、 Aの




ウンタピ リ ティ ーの概念は、 概念のどの部分において互換性があるのだろうか。 それとも、そのよ
うな互換的な用法はあくまで一般的な活用に過ぎず、両概念は、厳密には相互排他性があるのだろ
うか。
この間いに関 しては先行研究に基づけば、大別して次の 3 つの代表的な見解が提示されてきたと
考えられる 。 第 I が、 アカウンタピリティ ー と責任の概念は排他的な関係にあるとする見解である 。
第 2 が、 アカウンタピ リ ティ ーの概念を責任概念の中核部分に捉えようとする見解である。第 3 が、
アカウンタピ リ ティ ーの概念は責任概念の外部的側面 (external aspect) であるとする見解である 。
第 l の見解は両概念を排他的であるとすることに特徴がある。一方、残り 2 つの見解は両概念を排
他的ではないとする点で共通項がある 。 以下、それぞれの議論を検討するとする 。
( 1 )アカウンタビリティーと責任は排他的関係
まず責任概念とアカウンタピ リ ティーの概念の差異を明確に指摘し、両概念は相互排他性がある
とする説を取り上げる 。 同説を唱える代表的論者として、パ トリ シア ・ デイ (Patricia Day) とル
ドルフ ・ クラ イ ン (Rudolf Klein ) 、およびマシュ ー・ フ リ ンダーズ (Matthew Flinders) などが
挙げられる 5)。 彼らは、アカウンタピリティ ー と 責任の概念の差異は、「有責性 (culpability) J であ
ると主張した。彼らの議論には、 責任概念には非難 (blame) の要素があり、アカウンタピリティ ー
には非難の要素がない、ということが前提と されていた と推論される 。
しかし、有責性とは規範違反者の内面的心理的な行為と 、 その外的な行為によって引き起こされ
た又は妨げられた結果との聞の一定の積極的な関係であり、予見あるいはそれを狙う意図のことを
指す概念である 6) 。 ハンス ・ ケルゼン (Hans Kelsen ) によっても言明されたように、責任は、通常「有
5) Day, Patricia and Rudolf Klein , Accou1ltabilities: Five Public Services , London and New York: Tavistock Publications, 1987 , 
p.229. See also Flinders, Matthew, The Politics 0/ Accou1ltability i1l the Modern State , London: Ashgate , 2001. p.ll 
6) 瀧川裕英 『責任の意味と制度 負担から応答へj 勤草書房、 2004年、 29頁。
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アール ・ ルーカス(].R. Lucas) などが挙げられる。 ルーカスは、 1995年に発表した著書『責任
(Resρonsibiliか).1の中で「責任概念の中核とは、『私が、なぜそのようなことをしたのかJ と質問
され、それに対して、私が返答をしなければならない (be obliged to give an answer) ことを指す。 J




任概念の「より狭義の概念 (narrower concept)J とし、アカウンタピリティ ーは責任概念の中心
的なプロセス (central processes) であると位置付けていた 10) 。
(3 )アカウンタビリティーの概念は責任概念の外部的側面
最後に、アカウンタピリティーの概念は責任概念の外部的側面だとする考え方に言及する。その
論者の一人である政治学者のリチヤード・ マルガン (Richard Mulgan) は、アカウンタピリティ ー
の概念は、従来責任概念の内部的側面Cinternal aspect) としてとらえられてきたが、現在ではア
カウンタビリティーの概念は、責任概念の外部的側面 (external aspect) となっていることを指
摘した 11 )。マルガンに よれば、アカウンタピリティーのコアの意味とは、「権限を持つことの権利
(rights of authority) であり、外部的行為者が申し聞きをすべき行為者に対して、返答を要求し制
裁を課すことを含む、優越した権限を持つことの権利 (rights of superior authority) を主張して
7) Kelsen, Hans, translated by Andreas Wedberg, GelleraL Theory 01 Law alld State, Cambridge, MA: Harvard University 
Press, 1949 (reprinted in 2006) , p.65 (ハンス・ケルゼン著、尾l次善人訳 『法と国家の一般理論j 木鐸社、 199 1年)
8) Lucas, ].R., ResþollsibiLity, Oxford: Oxford University Press, 1995 , p.5 
9) ただし、ルーカスは、責任概念の中核に返答の義務を位置づけた一方で、責任概念の中核にアカウンタピリティーの概念が
あるとまでは、厳密には言明していないことに留意する必要がある。
10) Takikawa. Hirohide. “Conceptual Analysis of Accountability: The Structure of Accountability in the Process of Responｭ
sibility:' inSumihiro Kuyama and Michael Ross Fowler (eds.) Envisiolling Relonn: Enhancillg UN Account，αbiLity in the 
T叩enty-fi吋t Century, Tokyo; New York; Paris: United Nations University Press, 2009 , p.76 
11) Mulgan, Richard. “・ Accountability' : an Ever-Expanding Concept?" FubLic Administration. Vo1.78 , 2000. p.558. See also 
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